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三条女性会議広報        平成２４（２０１２）年１月１８ 日 
                      

№154 
 

～女性と男性が支え合う社会をつくる～ 
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謹んで新年のご挨拶を申し上げます 

昨年は、東日本大震災や 7.29 豪雨の発生、実父の永眠などもあり、ふと気がつくと一度も顔を合わせ

なかった会員の皆様が多くなった年でした。人生の限られた時間を一緒に過ごしている皆様との楽しい

語らい、これこそが幸せだな～と思っています。                                  

本年も皆様のお声（電話・ファックス・メールなんでも可）をお願い致します。 
 

三条女性会議代表 野崎ミチコ 
 

 
     ・・・ひとことコラム・・・                                          

                                                       

 昨年 11月から娘が里帰り出産で家に居ます。暮れに無事に二女を産み喜んでおります。 

 さて、沐浴指導に開業助産師さんをお頼みしました。そうしたところ、何とお台所の流し

で沐浴すると言い準備を始めました。エエーッ ‼ お皿じゃないんだから・・・ 大根白菜

じゃないんだから・・・と思いました。が、やってみるとママが中腰にならなくてもいいし、

腕もキッチンの縁が支えになって楽だと言います。私にとってもお湯を運ばなくてもいいし、

何より節水になっていること、時間も無駄がないことを目のあたりにして、「なるほどナァ！」

と感心しました。助産師さんはどんな新商品があるか、どのようなものが出回っているか、

お店を見て回って勉強していて、その家庭の環境によって使い勝手の良いものを推薦してい

るそうです。食事をするテーブルの上に赤子を置き、手際よく世話している娘の顔は誇らし

く微笑んでいました。 

赤ちゃん用品だけでもこんなに色々新しいものが出ているのですから、この子の時代は、

大きく考えると生まれたときからパソコン・携帯電話がある生活ですから、これからどんな

新しいものと出会うのか楽しみではあります。 

一方では、大人の簡単、便利を追求するあまり、赤ちゃんとしては手足を伸ばしてゆっく

り入りたいなァと思っているであろう気持ちをおろそかにしていることになるのではないか

と思っています。 

 1ヶ月の間ではありますが、便利グッズを使うこととして、人間らしく人間らしく、一瞬一

瞬を大切に育てていきたいと思いながら孫たちの顔を見みています。    
                                                      Ｒ．Ｎ 
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         運営委員会で話し合われたこと 
日 時 平成２４年１月１１日（水）（AM9：30～11：30） 

 
場 所 男女共同参画センター   

寒さも本番ですが、気持ちはホットに新年のスタートをきりました。 

次回の運営委員会は、新年会の前（２月８日午後６時～）に行います。 

 

 

    ２月８日(水)新年会について 

市外へ転居した会員さんから、家庭内の調整をつけて新年会へ出席するとの嬉しい連

絡が入りました。やっぱり田辺とも子さんが、余市で仕込んだ１０年物のウイスキィーの

威力はすごい！！ 

６ページに新年会の案内を入れました。まだ一回も出席したことがなく恥ずかしがり屋

の皆様、参加してください。楽しいですって！  

 
第３回体験プログラム検討部会(1/24)について 

  「大人の女性のためのしただツアー」でお世話になったしただ郷のうきうきフェスタ

の皆様が、春の企画に向けてお食事会込みの会議を持たれます。今回は、観光業の皆様も

出席されるとのことで、当会にとっても良いお話しがあるのでは･･･と宇治、野崎の２名が

参加します。 

  

 
平成２３年度「交流学習会議」(3/9,10)について 

   
昨年、宇治さんが参加したヌエックの「交流学習会議」の担当者から、分科会で「地

域における男女共同参画推進の実践事例」の発表者を推薦して欲しいとの連絡がありまし

た。当会の活動内容が、実践事例にぴったり合うのは間違いないと自負していますが、い

かんせん人的余裕がないため、運営委員会で結論は出ませんでした。 

 

まちづくりイベント広報について 

ＮＰＯさんじょうが代表を務める三条市ＥＳＤ協議会より、平成２３年度新潟県「新

しい公共」モデル事業として各種イベントが開催されます。 

お問い合せは、ＮＰＯさんじょう(TEL34-8960)まで。 

１月１３日（金）三条まちなかトークライブ 

１月１４日（土）地域の社会力向上をめざして 

１月２８日（土）子どもたちの笑顔を守るために 第１弾(14:00～15:30) 

      講師：茅原クリニック院長 茅原 保さん 

２月 ６日（月）子どもたちの笑顔を守るために 第２弾(10:30～12:00)   

          講師：ＣＡＰ・にいがた 

  （第１弾、２弾とも主催 三条おやこ劇場） 

１．

 

２．

 

４．

 

３．
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審議会等について 

   以下の報告が、ありました。 

 

第３回三条市介護保険運営協議会報告          安室 久惠 

12 月 27 日、第 3 回三条市介護保険運営協議会が開催され、次期（第 5 期介護

保険事業計画－平成 24 年度から平成 26 年度）の計画案が提示された。冊子にま

とめられた計画案が審議委員への送付が遅れ、事前に十分な検討することができな

かったことは反省される。事務局からの説明、委員からの質疑に対する応答があっ

たが、1 月に計画案に対するパブリックコメントを求め、さらに内容に検討を加え

る予定である。委員はもちろんのことだが、多くの方々の意見を期待したい。また

上昇が見込まれる介護保険料についての設定作業も進められているとの報告があっ

た。 

 

 

その他 

新潟県女性財団より、３月１８日（日）13:30～15:30「高齢社会における女性の生

き方」（仮題）講師：樋口恵子さんの講演会が開かれます。当会からは、田辺・安室・西

方・野崎が参加します。お申込みは、女性財団(TEL025-285-6610)まで。 
 
 

 

発見！ しただの魅力 

～ひろこの突撃レポート～  
              

しただ郷地域コーディネーター 近藤洋子 

「自然薯パワーで団結する、北五百川地区のじねんじょまつり」 

 皆さんご存知のとおり、しただ郷の特徴は五十嵐川水系の流域で構成されているという事が一つ

言えるかと思います。その水系の中で、三条市内を背にしていい湯らていの左奥に流れる「駒出川」

（こまでがわ）沿いにある集落が北五百川（きたいもがわ）地域です。「北五百川の棚田」でも有

名な地域です。最初見たとき、この字はなんと読むのか？苦心しました。なぜ、五百＝「いも」な

のか、いまだにわかりませんが、この謎ときは地名研究会の杉野さんにお譲りすることにして、今

回取り上げるのは、「北五百川の自然薯（じねんじょ）」です。 
 3 年前から取り組み始めたというこの自然薯栽培、最初、「自然薯=天然」で、「栽培物＝山いも」

と思っていた私は、今回そのイメージを全く覆されました。その日は 12 月 11 日（日）、北五百川

集落センターで「じねんじょまつり」があるとのことで、ご招待を受けていました。 
そういえば、離婚してからお祝い事のおさそいがぱったりとなくなっていました。ここぞとばかり

に箪笥に２０年間眠っていた着物を出して、姉に着付けしてもらいました。ご招待客は国定市長を

 
Vol．１０ 

５．

 

６．
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はじめとして県の振興局長や土地改良区の方々など、そうそうたる方たちばかりです。 
受付で松の葉を渡すとどこかでお会いした事があるような方。後でこっそりとなりの方に尋ねる

と、燕三条地場産センターの次長さんでした。いつもダブルのスーツをパリッと着こなしていらっ

しゃる方が、普段着で集落センターにいらっしゃると全く違和感なく地元の人たちと同化していら

っしゃいました。さすが、TPO をわきまえてらっしゃると感心していると自分の着物姿が恥ずか

しくさえ思えます。しかし、着てしまったものをいまさら脱ぐわけにもいかず、会場に向かいます。 
約７０人の集落の方たちがお集まりです。自治会長さんのご挨拶です。「９０数世帯の北五百川集

落で７０人も集まる機会はめったにない、新年会よりも多い人が本日はお集まりいただいた」と、

さらに「自然薯を作り始めて昨年は１５軒、今年は３０軒の農家が作りました。この調子でいくと

来年は６０軒が参加してくれるんじゃないかと期待しています。そのうち北五百川は「やまいもが

わ」に改名するんじゃないかと思っています。」とおっしゃり、終始笑いをとりながら、和やかな

雰囲気です。来賓あいさつの後、自然薯の品評会、そして国定市長の講演会です。「しただ郷の未

来像は自然と食を活かした着型観光だ」とお話になり、皆さん熱心に聞かれていました。 
 そしてお待ちかねの懇親会です。その後の動きの速い事！お父さんたちがテーブルを運び、割烹

着姿のお母さんたちが配膳の準備をし、私がオロオロしながら箸とコップを置いているとあっとい

う間に宴会準備完了！そこに出てきたごちそうはまさに自然薯づくしです。自然薯の衣のかきあげ、

自然薯ののっぺ、とろろに千切り、自然薯入り豚汁、自然薯つなぎのそば、さらにしただ名物のひ

こぜん、地元のお母さんの手作りの漬物など、ここで食べて感じたのはこれが本当に栽培された山

いもなのか？と思うほどのもっちりとした粘りのある、まさに自然薯といえる粘りなのです！！ 
自然薯の栽培はデリケートで難しいらしいのですが、地中にパイプを斜めに入れてそれに沿ってま

っすぐに延びるようにして栽培されます。また、パイプを入れないで、自然な形の育てる方法もあ

るそうです。いも類が育ちやすいといわれるしただの土壌に、また新たな特産品が生まれていきそ

うです。 
また、１つの集落でこんなに大勢の皆さんが集まり、楽しそうに大宴会ができる、この結束力の

強さにも圧倒されました。下田地域の中でも高齢化が進んでいる森町地区、その中で元気な北五百

川地域で休耕田の活用ができ、しただの明るい未来が開けていきそうなそんな元気な、楽しい集落

行事でした。 
 

追記：昨年秋に収穫された自然薯は好評を博し、残念ながらほとんど売れてしまった

そうです。今年の秋はさらに収量を増やして生産される予定です。北五百川の自然薯

を食べてみたい方、今年の晩秋までしばらくお待ちください。 
 

 

さんじょう地名メモ    （５）  

      「田島と島田」 
 

                           三条地名研究会 杉野真司 

 
田島と島田の地名の違いを訊ねられ、自分の狭い了見ながら、どちらも島状の土地を指した地名

で、両者に大きな違いはないと考えます。田んぼの田の漢字がついているから、田んぼに関わる場

所と考えたくなります。そうすると、田島や島田は、田んぼに囲まれた島、田んぼのある島などと

解釈されます。でもそれはちょっと違うのではないか、島状の土地ではあっても、おそらく田んぼ

とは無関係だろうと思います。 

田島の田・タは接頭語という、言葉の頭について言葉を整える働きをする単語だと思います。御

や美みたいな役割です。田鶴・タズという歌語がありますが、鶴の美称であって、田んぼにいる鶴
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ではありません。こうした言葉の仲間だと思われます。昔、田島は五十嵐川に突き出た半島状の土

地でした。昭和初期、五十嵐川の河川改修が行われ、川に飛び出した部分を削って川の流れを変え

た経緯があります。もしかしたら元はタではなく、飛び出すトや突き出すツが変化したのかもしれ

ません。日本語のアカサタナなどそれぞれの行の音は、その中で似た意味を持っています。眼・マ

ナコのマ、見る・ミルのミ、目・メのメといった風に、マ行音は目の部位や見る行為に関係した言

葉です。タチツテトの音は土地や場所を表わすグループの音で、田んぼの田は場所を表すタ、漢字

を当てると処・所になるかと思います。また通音と言って、同じ行の中で発音が混ざり合うことが

あります。それで、田島のタがトやツからの変化で、単に島ではなく、飛び出したり突き出たりし

た半島状の土地を表わしているのかもと考える訳です。 

 島田の田・タも田んぼと関係した地名ではなく、接尾語という言葉の最後について意味を添え

る単語だと思います。日本人のソウルフードであるお米、この稲作と日本人との深い関係性から、

タが田の漢字と密接に結びついたのだろうと推測します。地名の漢字は多くが当て字ですので、漢

字の意味は必ずしも地名の意味を表わしてはいません。島田も島状の処と解釈できます。島田は、

島田川、五十嵐川、貝喰川、信濃川に囲まれた中洲の様な土地です。水によって明確に区分された

島状の土地を表現したのが島田ではなかったかと想像します。 

 

 

     ● ● ● 地域経営課からです～ ● ● ● 
 

「～三条マルシェ～ごった市＠ホコテン」、皆さんは聞いたことがありますでしょうか。まち

なかに仮設市場を設け「人が集まり楽しむ空間」を作り、賑わいと交流を創出し、中心市街地

の活性化を図ろうというものです。平成２２年９月から始まり昨年度は２回、今年度は７回開

催します。特に昨年の１０月１０日（祝）に開催されました「史上最大 最強 最長」の三条

マルシェでは出店舗数は１００を超え、６２，０００人ものお客様に来場していただきました。

人やモノ、お店やイベントなど、三条のまちなかは大賑わいでした。 
そんな三条マルシェの今年度最後は、１月２９日（日）に三条市厚生福祉会館で開催されま

す。今回のテーマは「あったまるしぇ」。お鍋や焼芋、ホットスイーツのお店が並びます。１０

月にも出店していただいた玉ノ井部屋力士のちゃんこ鍋も再登場します。また前日の２８日（土）

１４時からマルシェ会場に雪燈籠や雪だるまを作り、日が暮れる頃に雪燈籠に灯りをともしま

す。どなたでも参加できますので、ぜひ前日にもマルシェに遊びに来てください。 
出店舗数は４０前後と通常規模ですが初の冬開催ということで、いつもと違った雰囲気の三

条マルシェを楽しんでいただけると思います。寒い冬は家に籠もりがちになります。お店を見

て歩いて体を動かし、あったかいものを食べて「あったまるしぇ」しませんか。皆さんのご来

場お待ちしております。 
 

～三条マルシェ～ ごった市＠ホコテン 
 

●日 時 １月２９日（日）１０：００～１５：００ 

●会 場 三条市厚生福祉会館 

 
※当日は会場と臨時駐車場（三条地域振興局）を結ぶ無料シャトルバスを運行します 
問合せ先 三条市経済部地域経営課 担当：山崎 

TEL ３４－５５１１（内線４２８） 
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☆★☆会員でなくても熱烈歓迎！！☆★☆ 

新年会のご案内 
 

新年を迎え、下記のとおり新年会を開催します。余市で仕込んだ

１０年物のウイスキィー（田辺作）をいただきながら、まったりと

語り合いませんか？ 
 

記 
 

◆日 時 ２月８日（水曜日） 

午後６時～ 運営委員会（どなたでも参加してください） 

午後７時～ 新年会 

◆場 所 三条ロイヤルホテル（本町 3-5-25 ℡34-8111） 

◆会 費 ５,000 円 

◆連絡先 三条女性会議 野崎ミチコ（または、お近くの運営委員へ） 

 

         ＦＡＸ ０２５６－３２－３６７９ 

                    ＴＥＬ ０２５６－３２－３６６７（昼） 

          ＴＥＬ ０２５６－３２－１７６４（夜） 

                    E-mail: info@joseikaigi.net  
 
                                   
 

２月８日（水）の新年会に出席します 
 

氏名            

電話

  

※このままＦＡＸでお送り下さい。 

             

 
編集後記：  

平成２４年最初の鮮度一番ができあがりました。本年もわか

りやすさ、鮮度の良さを誌面に載せてお送りします。どうぞ隅

から隅までお読みください。 
今年もどうぞお付き合いくださいませ。(原)  
 

編集発行：三条女性会議・代表 野崎ミチコ 

連絡先：三条市田島 2丁目 12－12 ℡ 32－3667 FAX 32－3679 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：http://www.joseikaigi.net 


